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環境基本計画 

上の位置付 

（目標）３恵み豊かなみどりや川に彩られ、生物の多様性に富んだ自然共生社会づくり 

（施策）１０生物多様性の保全 

背景と目的（目標設定）  

 水田は、河川の後背湿地等に生息していた動植物の代替生息地として機能している。水田では絶滅

危惧種の動植物が多数見られるが、農薬使用等の人為的改変のために危機的な状況にある。効果的

な保全策を講じるためにも、県内の水田地帯における希少な動植物の生息情報の収集が求められる。 

 埼玉県の水田地帯では、田植えが５月から７月頃までと地域間や水田間で大きく異なる。水生動物が

水田を利用するためには、水中生活の時期と水田の湛水時期が一致する必要がある。そのため、入

水・田植え時期が異なれば、種ごとの生活史の違いを反映して、水生動物群集も異なると予想される。 

 本研究では、県内の水田地帯における希少な水生植物の生息状況および水田への入水・田植え時期

が水生動物群集に及ぼす影響を明らかにすることを目的とする。 

研究内容（緊急性･必要性、新規性･独創性）  

①水田地帯における水生植物の生育状況調査 

県内の水田地帯における希少な水生植物の分布調査を行う。特に生態園内の水田では農薬が使われて

おらず、周辺地域の潜在的な水生生物相を反映した群集・群落が形成されると考えられるので、重点的に調

査を行う。 

 

②田植え時期の違いが水生動物群集に及ぼす影響 

加須市内の２地域において合計31枚の水田（志多見地域19枚、種足地域12枚）において、たも網による

掬い取りで水生動物調査を行う。田植え時期の異なる水田間での群集データを比較することにより、田植え

時期の違いが水生動物群集に及ぼす影響を明らかにする。また、それぞれの田植え時期に応じた指標種とな

る水生動物種の抽出を試みる。 

成果の概要（目標達成度）  

①水田地帯における水生植物の生育状況調査 

県内の水田地帯において絶滅危惧種に指定されている水生植物の生育状況を調査したところ、合計

71地点、33種の生育を確認した。特筆すべきものとして、県内でこれまで記録の無かった車軸藻類のミ

ルフラスコモを加須市、東松山市、飯能市等の水田にて確認した。また、県内で50年以上確実な記録の

無かったハデフラスコモ、ニッポンフラスコモ、チャボフラスコモ（いずれも環境省レッドリストおよび埼玉

県レッドデータブックにおいて絶滅危惧Ⅰ類）を確認した。さらに、生態園内の水田では、県内での記録

が限定的なサガミトリゲモ（トチカガミ科）の生育を確認した。 

②田植え時期の違いが水生動物群集に及ぼす影響 

 調査期間を通じて、合計55分類群の水生動物が確認された。水田間の群集構造の違いについてPER

MANOVAによる重心の並べ替え検定を行ったところ、田植え時期（p < 0.001）および地域間（p < 0.05）

で統計的に有意な差が認められた。それぞれの田植え時期に出現する種を抽出するために指標種分



析を行ったところ、５月植えの早植え栽培ではトウキョウダルマガエル幼生やアカネ属幼虫、ドジョウ等

計７分類群が、６月初旬植えの普通期栽培ではヒメタニシが指標種として選ばれた。最も田植えの遅い

米麦二毛作水田では、ユスリカ科の幼虫の他、ハイイロゲンゴロウ、コガムシ幼虫、ゴマフガムシ属幼

虫、ウスバキトンボ幼虫といった主に肉食性の水生昆虫が指標種として選ばれた。 

本研究により、田植え時期に応じて異なる水生動物群集が形成されることが明らかになったことか

ら、田植え時期の異なる水田をモザイク状に配置することにより、地域レベルでの水生動物の種多様性

を向上させられる可能性が示唆された。 

成果の公表（発表・投稿、講演会の開催、報道機関の活用、特許取得等）  
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成果の発展性（埼玉県(行政･地域)への貢献、技術発展・実用化、課題等）  

 ＜埼玉県への貢献＞ 

・本研究で得られた希少な水生植物の分布情報は、現在進められている埼玉県レッドデータブック植物

編の改訂に活用されている。 

・県政出前講座や研究所公開等の各種イベント、公式ＳＮＳを通じて、本研究成果の一部を紹介し、県

民への普及啓発を図っている。 

＜今後の課題＞ 

・本研究で３種の水生植物を数十年ぶりに再発見できた一方で、数十年間県内での記録の無い水生植

物がいまだに存在する。今後は生育記録のある水域の底泥中の埋土種子を発芽させる等、異なるアプ

ローチによる調査を計画している。 

・本研究では、水生動物群集の調査を様々な田植え時期の水田が混在する加須市内で行った。今後、

田植えが全体的に早い県東部地域や二毛作の盛んな県北部等、異なる地域でも同様の調査を行うこと

で、本研究結果の一般性を検証していく予定である。 

 

 


